
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 28 年度、第 34 回子どもの主張意見文コンクールにおいて、地域内、中神小学校 3名・玉川小学校 2 名の生徒さんが入

選されました。お祝いの記念として、順次意見文を掲載させて頂きます。  

地域の皆さん、この子供の主張意見文をご覧になって下さい。                （市民会議会員一同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入選  安全は自分でつくるもの                 中神小学校 六年 大澤 耕平 

 みなさんは、毎日の通学や遊んでいる時に、危険だと感じたことや、ヒヤリとした経験はありませんか。ぼくは何度も

そういう経験をしたので、その時のことを思い出して、これからの生活を安全に過ごすための行動について考えてみたい

と思います。 

 三年くらい前に、カーブになっている坂をくだって、その坂の下で友達としゃべっていた時のことです。おしゃべりに

夢中になっていると、すごいスピードでくだってくる自転車とあやうくぶつかりそうになりました。その時は「死ぬかも

しれない」と思いましたが、ぎりぎりのところで、自転車の人がよけてくれました。 

 この時は、スピードを出してくだってきた自転車の人が悪いと思っていましたが、見通しの悪いカーブの坂の下でしゃ

べっていた自分も危ないことをしていたということに、あとから気が付きました。なぜなら、見通しの悪い坂の下は、自

転車やバイクがスピードを出してくだってくることが多く、下に人がいても急に止まれないだろうと思うからです。これ

からは、友達と話す時や自転車に乗ったまま止まる時は、その場所が危険ではないか、人や車の迷わくになっていないか

確認するようにしなければいけないと思います。  

 また、別の時のことです。三人で横一列になって歩道を歩いていたら、スマホを操作しながら自転車に乗っている人と

ぶつかってしまいました。この時、自転車に乗っていた人は、あまりスピードを出していなかったので、ぼくのケガはす

りきず程度ですみましたが、自転車の人がスピードを出していたらと思うと、こわくてたまりませんでした。 

この時、横一列で道路に広がって歩いていたぼくたちも悪いけど、スマホを操作しながら自転車をこいでいた人は、前

方の安全を確認しにくかったと思うので、とても危険ではないかと思います。こういったことから、身を守るためにも横

に広がって歩いてはいけないことを友達やいっしょに登校している下級生にも教えてあげたいと思います。また、自分が

スマホを使うようになった時は、歩きスマホや自転車に乗りながらのスマホは、絶対にやらないようにします。  

 二つの例をもとに改めて安全について考えてみると、ふだんの生活の中に危険がたくさんひそんでいることに気付きま

す。自分が危険な目にあわないように、周りをよく見て確認したり危険がひそんでいないか想像したりすることは、とて

も大切だと思います。  

 毎日なにげなく乗っている自転車にだって危険はたくさんひそんでいます。だから、自転車に乗っている時にだって油

断してはいけません。みんなが気を付けて運転するようになれば、事故は確実に減ると思います。 

 自分の命は、自分で守っていかなければいけません。安全は自分でつくるものだから。 

 
 

 

　国際交流部会 2 月 25 日 (土) 午後　２時 ～ 朝日会館コミュニティルーム

　活動支援部会 3 月 17 日 （金） 午前　9時30分 ～ 朝日会館第２集会室

部 会 名 部員数

3 月 9 日 （木） 午後　７時 ～

　地域活動部会 定例会 3 月 21 日 （火） 午後　　７時 ～ 朝日会館コミュニティルーム 51

　防犯防災部会 定例会 2 月 28 日 （火） 午後　７時 ～ 市民交流センター活動室 20

　街並み部会 定例会 3 月 15 日 （水） 午前　１０時 ～ 玉川児童遊園 12

　国際交流部会 定例会 3 月 10 日 （金） 午後　３時 ～ 朝日会館コミュニティルーム 26

　芸能部会 定例会 3 月 19 日 （日） 午後　３時 ～ 朝日会館コミュニティルーム 16

　広報部会 定例会 2 月 26 日 （日） 午後７時30分 ～ 市民交流センター活動室 10

　自然と親しむ部会 定例会 2 月 22 日 （水） 午後　７時 ～ 市民交流センター活動室 24

　活動支援部会 定例会 3 月 17 日 （金） 午前11時30分 ～ 朝日会館第２集会室 10

　　サロン　あさひ楽笑

　 朝日会館第２集会室

※発行月第４週～翌月の活動予定です。記載のない部会は、事務局にお問合せください。

運営委員会　

日　程 開 始 時 間 場　所

　　国際交流の集い

２・３月の活動予定

催 事 案 内 日　程 開 始 時 間 場　所

 寒さに向かう時期、同じ地域に住む大人と子どもが交流しようと、

中神小の校庭で元気いっぱい大縄跳びを楽しみました。交流したの

は、放課後子ども教室「中神小ハッピークラブ」の子どもたちと、活

動支援部会が毎月１回開催しているサロン「あさひ楽笑」のスタッフ

の面々で、今年度第２回目となります。当日は、１年生から５年生ま

での 15 人が参加し、３つのグループに分かれて思い思いに大縄跳び 

に挑戦していました。途中、「８の字をやろう」と高学年の子どもからの提案で、大人も交えて８の字を描きながらの連続跳び

を行いました。大人はフゥーフゥー言いながら、子どもたちは満面の笑みの中で、楽しいひと時を過ごしました。    

 今後もこうした交流活動を、サロンのスタッフだけではなく、もっと多くの地域の大人の方に参加していただいて実施した

いと考えています。ぜひご連絡ください。 連絡先／北村℡５４３－５７７７   （活動支援部会／部長 北村 実） 


